
中
世
末
期
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
世
帯
の
規
模
と
構
成

―
―
数
量
的
分
析
の
試
み
―
―

高

本

正

道

Ｉ
　
史
料
と
本
稿
の
課
題

一
四
九
五
年
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
公
マ
グ
ヌ
ス
ニ
世

（
一
四
七
七
―
一
五
〇
三
）
も
列
席
し
た
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
皇
帝

マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世

（
一
四
九
三
―

一
五

一
九
）
は
、
同
議
会
で
合
意
さ
れ
た
帝
国
援
助
と
帝
国
最
高
法
院

曾
α
ｏＦ
Ｆ
日
日
Ｒ
器
ュ
多
↓

の

（２
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

費
用
を
賄
う
た
め
に
、
向
こ
う
四
年
間
に
わ
た
っ
て
一
般
帝
国
税
を
す
べ
て
の
帝
国
臣
民
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
一
般
帝

・

国
税
は
、
人
頭
税
と
財
産
税
の
結
合
物
な
い
し
は
財
産
の
多
寡
に
応
じ
た

一
種
の
人
頭
税
と
い
う
性
格
を
も

っ
て
い
た
。　
一
四
九
五
年
八
月
七

日
の
帝
国
決
定
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
そ
の
徴
収
基
準
を
シ
ュ
ー
ラ
ー
（り
鮮
Ｑ
』
多
彗
●
３

∽
魯
二
①↓

に
倣
っ
て
一
覧
表
に
ま
と
め
れ
ば
、
表

１
の
よ
う
に
な
ぁ
噂

わ
れ
わ
れ
が
以
下
で
問
題
に
す
る
住
民
は
す
べ
て
、　
一
シ
リ
ン
グ
の
人
頭
税
を
納
め
る
階
層
に
属
す
る
。

一
四
九
六
年
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
で
も
カ
イ
ザ
ー
ベ
ー
デ

（ゲ
マ
イ
ナ
ー

・
プ
フ
ェ
ニ
ヒ
）
が
い
く
つ
か
の
地
域
で
徴
集
さ
れ
た
。
そ
の
と

中
世
末
期
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
世
帯
の
規
模
と
構
成

八
五



表 1 ゲマイナー・プフェニヒの徴収基準

Ⅱ I士 |

ユ ダ ヤ 人

Ⅵ

ユダヤ人

(年齢制限

なし)

a)人頭税 :

各人

年齢制1限な

く

l Gulden

b)財産税 :

“五血

Vermёgen

und Gele―

genheit''

家族構成員は,自 己の財産がないか

ざり,人頭税を !

法
経
研
究
三
四
巻
三
号

（
一
九
八
六
年
）

八
六

き
作
成
さ
れ
た
目
録
が
、
フ
ラ
ン
ツ
一
エ
ン
グ
ル
八
『
著ヽ
Ｎ
可
●
零
じ

に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
た
注

（１
）
の
史
料
で
あ
鶴
”

そ
れ
は
、
都
市
と

フ
ォ
ー
ク
タ
イ

（さ
ら
に
村
落
）
ご
と
に
、
く
だ
ん
の
帝
国
税
を
支
払

う
義
務
の
あ
る
者
お
よ
び
か
れ
ら
が
納
め
た
額
ま
た
は
納
め
る
べ
き
額

を
記
し
た
、
全
成
人

（
こ
こ
で
は
十
五
歳
以
上
の
男
女
を
意
味
す
る
）

に
つ
い
て
の
い
わ
ば
住
民
台
帳
と
も
言
う
べ
き
性
格
を
備
え
て
い
る
。

こ
の
史
料
を
利
用
し
た
重
要
な
研
究
と
し
て
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ

ュ
ト
ゥ
ー
ル

η
Ｈお
ゃ
お
Ｆ
∽
言
ゴ
じ

の
論
文

「申
世
末
期
メ
ク
レ
ン
ブ

ル
ク
の
人
口（」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
世
紀
の
末
に
か
れ
は
、

シ
ュ
ヴ
ェ
ー
リ
ン
の
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
ハ
ン
ト
シ
ュ
リ
フ
ト

に
基
づ
い
て
こ
の
研
究
を
行

っ
た
の
で
あ
る
が
、
か
れ
の
論
文
の
主
た

る
狙
い
は
中
世
末
期
の
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
総
人
口
を
究
明
す

る
こ
と
に
あ

っ
た
。
男
女
の
比
率
や
成
人
人
口
に
占
め
る
奉
公
人

（下

男
、
下
女
）
の
割
合
に
も
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、
世
帯
の
規
模

と
構
成
の
問
題
は
ま
っ
た
く
と
言

っ
て
よ
い
ほ
ど
視
野
の
外
に
置
か
れ

て
い
る
。
本
稿
の
課
題
は
、
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル
の
研
究
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
か
れ
と
同
じ
史
料
を
用
い
て
、
当
時
の
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け

る
世
帯
の
規
模
と
構
成
を
数
量
的
に
分
析
し
、
都
市
の
世
帯
と
農
村
の

人 頭 税

15歳以上の

人々 (男 も

女も)24名

で

l Gulden

一人につ き

1/24

1シ リング



そ
れ
と
の
基
本
的
な
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
以
下
で
考
察
の
対
象
に
な
る
の
は
、
世
帯
の
規
模
の
み
な
ら
ず
、
世

帯
の
構
成
も
判
る
よ
う
な
仕
方
で
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
都
市
と
村
落
に
限
ら
れ
る
。

Ⅱ
　
∪
ｏ中Ｄ
３
“
【的
市
と
同
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
管
轄
の
諸
村
落

カ
イ
ザ
ー
ベ
ー
デ
レ
ギ
ス
タ
ー

（ミ
ヽ
押

９

■
“
３

よ
り
、
ｕ
ｏ
ぃＮ８
ぴ
口
混

市
と
、
同
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
管
轄
の
諸
村
落
の
う
ち
世
帯
の
規
模

（８
）

と
構
成
が
明
ら
か
に
な
る
十

一
村
落
の
成
人
人
口
の
集
計
表
を
作
成
す
る
と
、
表
２
の
よ
う
に
な
る
。

表
２
の

《
〓
叫い
お
０

と

《
『
Ｆ
ｇ
●
》
は
、
家
長

（国
営
静
Ｒ
じ

と
家
婦

（国
営
魯
ド
じ

を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
《〓
μ
●
８
じ

に
は
、
家
長
の
ほ
か
に
、
息
子

（∽
ｏ
Ｆ
・
８

お
よ
び
下
男

（パ
●
８
澪
８

を
除
く
十
五
歳
以
上
の
す
べ
て
の
男
性
が
、
し
た
が

っ
て
家
長
と
家
婦

の
父
親
や
兄
弟
が
含
ま
れ
る
。
同
様
に

《『
Ｓ
●
８
》
に
は
、
家
婦
の
ほ
か
に
、
娘

（月
ｏ
針
一①じ

お
よ
び
下
女
（〓
∬
計
）
を
除
く
十
五
歳
以
上

の
す
べ
て
の
女
性
が
、
し
た
が

っ
て
家
長
と
家
婦
の
母
親
や
姉
妹
が
含
ま
れ
る
。

下
男
と
下
女
に
つ
い
て
も
、
注
意
を
要
す
る
。
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル
に
よ
れ
耐
、）
「下
男
と
下
女
」
に
は
、
「他
人
の
世
帯
で
給
金
を
得
て
働
く
」

（富
ヽ
さ
）、
ミヽ

国
営
∽ｇ
Ｆ
零
零
●

Ｆ
ｏＦ
●

偶
ｇ
ぃけ８
）
す
べ
て
の
男
女
が
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
史
料
に
よ
っ
て
は
―
―
例

え
ば

一
七
〇
三
年
と

一
七
五

一
年
の
告
解
者
リ
ス
ト
の
よ
う
に
―
―
世
帯
を
共
に
し
て
い
る
自
分
の
息
子
や
娘
で
あ

っ
て
も
、
他
家
の
使
用
人

と
し
て
働
い
て
い
る
場
合
は
、
下
男

・
下
女
と
書
か
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
用
い
る
カ
イ
ザ
ー
ベ
ー
デ
レ
ギ
ス
タ
ー
で
は
ほ
と
ん

ど
例
外
な
く
、
自
分
の
子
供
た
ち
は
、
今
ｏ『重
Ｐ
ｐ
８
中中ＨＰ

貯
日
口
【も

等
と
区
別
さ
れ
て
、
《
露
い覇
Ｌ
【］Ｆ
》
と
表
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
表
中
の
成
人
人
口
全
体
に
占
め
る
下
男
と
下
女
の
比
率
を
読
む
さ
い
に
は
、
い
ま
述
べ
た
点
を
あ
る
程
度
ま
で
顧
慮
す
る
こ
と
が
必
要
か

も
し
れ
な
い
。

中
世
末
期
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
世
帯
の
規
模
と
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



表 2 Boizenburg市 と同フォークタイ管轄のil村落の成人人口の構成

嚇一

法
経
研
究
三
四
巻
三
号

（
一
九
八
六
年
）

Nosto」

|

‐

２‐

‐

■

２‐

‐

‥

‐

■

…

■
４‐

‐

‥

‐

２‐

‐

可
３‐

‐

‥

…

６‐

，‐

「
２‐

‐

，

‐
・２‐
‐

「
・２‐
，・３‐
．

‐
・３‐
‐

「
・１１
，１０１
‐

Bandekow

Gothmann

Dersenow

Bickhusen

1l Dё rfer

Ma=Mallner  Fr=FraucII  s=Sёhne

M=Mttde   su=Summe  男=Ma+s+K

51.2 1 48.8
50。 9 149.1

T=Tёchter  K ttKnechte

女 =Fr+T+M

八
八



各
欄
の
上
段
の
数
字
は
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル
の
算
出
し
た
数
値
で
あ
る
。
下
段
の
そ
れ
は
筆
者
が
前
述
の
史
料
に
基
づ
い
て
得
た
数
値
で
あ
る

（
但
し
、
シ
ュ
ト
ゥ
ー
な
の
数
値
に
等
し
い
場
合
は
省
略
し
て
あ
る
）。
両
者
０
計
算
結
果
に
は
若
千
の
差
異
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
原
因
は
、
シ

ュ
ト
ゥ
ー
ル
の
判
読
あ
る
い
は
計
算
の
ミ
ス
か
、
エ
ン
グ
ル
の
翻
刻
ミ
ス
か
、
筆
者

‐の
読
み
違
い
が
の
ど
れ
か
に

，
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
の，
違
い
は
誤
差
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
ふ
理

都
市
で
は
女
性
人
口
の
比
率
が
男
性
人
日
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
の
に
た
い

し
て
、
農
村
部
で
「は
逆
に
男
性
人
口
の
比
率
が
女
性
人
日
の
そ
れ
を
着
干
上
回
っ
て
い
る
こ
と
を
、　
ま
ず
．確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
，こ
れ

は
、
後
段
で
も
再
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
都
市
と
農
村
を
比
較
し
た
場
合
の
一
般
的
な
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
表
２
で
見
る
限
‐り、
成
人
人
口
全

体
に
占
め
る
使
用
人

（下
男
と
下
女
）
の
割
合
は
、
農
村
部
よ
り
も
都
市
に
お
い
て
高
い
。

さ
て
、
上
記
の
都
市
と
諸
村
落
の
世
帯
を
規
模
別
に
、
つ
ま
り
・世
帯
を
構
成
し
て
い
る
成
人
の
数
に
し
た
が
っ
て
一分
け
る
と
い
表
３
‐の‐
よ
う

に
な
る
、

こ
の
表
を
一
瞥
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
工
業
化
以
前
の
社
会
に
お
い
て
は
大
家
族
が
支
配
的
で
あ
っ
た
と
い
う
説
は
、
少
な
く
と
も
こ
の

地
方
に
関
す
る
限
り
、
到
底
成
り
立
ち
え
・な
い
。
都
市
と
農
村
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
最
大
の
割
合
を

‐占
め
て
い
る
の
は
二
人
の
成
人
か
ら

成

‐
る
世
帯
で
、
次
が
三
一人
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
で
あ
る
。
両
者
を
合
わ
せ
る
と
、
都
市
で
は
全
世
帯
の
七
〇

・
六
パ
ト
セ
ン
ト
、
農
村
で
は

八
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
。

さ
て
、　
一
・世
帯
あ
た
り
の
成
人
人
日
の
平
均
値
は
農
村

（
二
・
七
）
よ
り
も
都
市

（
二
・
三
八
）
に
お
い
て
小
さ
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

主
要
な
原
因
の
一
つ
は
、
都
市
で
は
単
独
世
帯
つ
比
率
が
農
村
の
推
れ

（
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
た
い
し
て
十
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
相
対
的
に

か
な
り
高
い
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
二
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
合
計
が
全
世
帯
に
占
あ
る
割
合
を
比
べ
て
み
る
と
、
都
市
の
三
七

・
七

パ
ー
セ
ン
ト

（
こ
れ
に
は
、
表
に
載
っ
て
い
な
い
一
つ
の
七
人
世
帯
も
含
ま
れ
る
）
に
た
い
し
て
、
農
村
は
四
九

・
三
パ
ー
セ
／
卜
で
あ
り
、

申
世
末
期
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
世
帯
の
規
模
と
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



表 3 Boizenburg市 と同フォークタイ管轄の1:村落の世帯規模

都 市 。農 村 名

Boizenburgl)

I=単独世帯  Ⅱ=2人世帯  Ⅲ=3人世帯  Ⅳ圭4人世帯

V=5人世帯  Ⅳ=6人世帯  平均=1世帯あたりの成人人由の平均値

( )内の数値はパーセンテージを表す。

注 1)BOizenburb・ 市には, この表に載っている以外に, 7人 (夫婦と3人の

息子と2人の娘)か ら成る世帯が一つある。

‐
Ⅳ ‐

‐
一
・８‐

＜９
．
４＞‐

Ⅲ
　
一
４８

２５
。
．

―
‐‐上

…
Ж

Ⅱ

　

一
８７

４５
．

５

Ｉ

　

一

３２

・６
．

８
法
経
研
究
三
四
巻
三
号

（
一
九
八
六
年
）

九
〇



こ
れ
も
農
村
に
お
け
る
一
世
帯
あ
た
り
の
成
人
人
口
の
平
均
値
を
高
め
る

で
も
二
人
世
帯
が
最
も
優
勢
な
世
帯
規
模
で
あ
る
が
、
そ
の
比
率
は
都
市

に
お
い
て
高
い
。

続
い
て
、
単
独
世
帯
と
二
人
世
帯
の
構
成
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、
表
４
の
よ
う
に
な
る
。

都
市
に
お
け
る
単
独
世
帯
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
は
、　
女
性
の
単
独
世
帯
の
割
合
が

六
二

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
男
性
の
そ
れ

（三
七

・
五

パ
ー
セ
ン
ト
）
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
、
カ
イ
ザ
ー
ベ
ー
デ
レ
ギ
ス
タ
ー
は
十
五
歳
以
下
の
未
成
年
者
に
つ
い

て
は
ま
っ
た
く
な
に
も
語
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
女
性
が
ま
だ
成
年
に
達
し
て
い
な
い
子
供
た
ち
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
と
い
う
可

能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
彼
女
た
ち
の
大
多
数
は
寡
婦
で
あ
っ
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
、

農
村
よ
り
も
都
市
の
ほ
う
が
、　
女
性
が

一
人
で
暮
ら
す
の
に
相
対
的
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ

っ
た
ょ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
い
う
よ
り
も
む
し

ろ
、
農
村
に
お
い
て
女
性
が

一
人
で
生
活
す
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ

っ
た
と
言

っ
た
ほ
う
が
、
お
そ
ら
く
実
情
に
即
し
て
い
る
に
ち
が
い
な

次
に
二
人
世
帯
に
日
を
向
け
る
と
、
都
市
と
農
村
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
夫
婦
か
ら
成
る
世
帯
が
、
二
人
世
帯
全
体
の
圧
倒
的
多
数
を
占

め
て
い
る

（都
市
で
八
六

・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
農
村
で
九
五

・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）。

む
ろ
ん
こ
の
場
合
、　
大
抵
の
夫
婦
に
は
十
五
歳
以
下
の
子

供
あ
る
い
は
子
供
た
ち
が
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
世
帯
の
大
部
分
は
夫
婦
と
そ
の
子
供
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る

（
一
般
に
成
人
と
未
成
年
者
の
比
率
は
お
よ
竹
三
対

一
、
す
な
わ
ち
総
人
口
の
約
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
未
成
年
者
で
あ

っ
た
と
見
積

も
ら
れ
て
い
る
）。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
世
帯
の
割
合
は
、　
都
市
で
一
九
一
の
総
世
帯
の
三
九
・
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
農
村
で
は
一
五
〇
の
総

世
帯
の
四
六
◆
六
七
パ
ー
セ
ツ
ト
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
は
、
夫
婦
と
そ
の
未
成
年
の
子
供
た
ち
か
ら
成
る
世
帯
が
中
世
末

期
の
こ
の
地
方
に
お
け
る
最
も
一
般
的
な
形
態
の
世
帯
構
成
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論
に
達
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

「そ
の

九
一

中
世
末
期
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
世
帯
の
規
模
と
構
成

一
要

因

と

な

っ
て

い

る
。

す

で

に
触

れ

た

よ
う

に
、

都

市

で
も

農

村

（
四

五

・
五

パ

ー

セ

ツ
ト
）

ょ

り
も

農

村

（
四

八

・
七

パ

ー

セ

ン
ト
）
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＋
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＋
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＋
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Boizenburg 1
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Gothmann

Steder 111111
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１
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．
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０

　

一
　

０

　

一
　

３

一

３

一

７３

表 4 単独世帯および 2人世帯の構成類型
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他
」
の
欄
に
あ
る

Ｕ
無
Ｎ８
ｇ
ま

市
の
三
つ
の
二
人
世
帯
の
う
ち
、
二
つ
は
家
長
と
そ
の
姉
も
し
く
は
妹
、
残
り
０

一
つ
は
家
婦
と
そ
の
母
親

と
い
う
構
成
で
あ
る
。

さ
ら
に
二
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
考
察
に
移
ろ
う
。
ま
ず
二
人
世
帯
の
構
成
の
内
訳
を
示
す
と
、
表
５
の
よ
う
に
な
る
。

都
市
の
二
人
世
帯
に
特
徴
的
な
点
は
、
夫
婦
と
そ
の
成
人
に
達
し
た
息
子
と
い
う
構
腐
が
極
め
て
少
な
い
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は

お
そ
ら
く
、
都
市
に
お
け
る
農
村
と
は
違

っ
た
職
業
修
得
の
あ
り
方
に
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
農
村
に
は
■
そ
の
他
」
の
類
型
に

属
す
る
三
人
世
帯
が
都
市
に
比
べ
て
か
な
り
た
く
さ
ん
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
父
母
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
の
い
ず
れ
か
と

０
同
居
世
帯
で
あ
る
。
ま
た
表
５
で
見
る
限
り
、
夫
婦
と
下
男
ま
た
は
下
女
か
ら
成
る
二
人
世
帯
の
数
が
比
較
的
多
く
、
都
市
で
は
四
八
の
三

人
世
帯
の
う
ち
三
〇

（
六
二

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
、
農
村
で
は
四
九
の
二
人
世
帯
の
う
ち
二
四

（約
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
占
め
て
い
る
。

煩
雑
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
四
人
世
帯

・
五
人
世
帯
お
よ
び
六
人
世
帯
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
逐

一
説
明
す
る
の
は
や
め
て
、
以
下

で
は
こ
れ
ら
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。
Ｕ
ｏぃＮ８
げ
口
出

市
に
は
、

表
３
に
載

っ
て
い
な
い
一
つ
の
七
人
世

帯
を
含
め
る
と
、
四
人
以
上
の
成
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
全
部
で
二
四
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
人
口
数
は
総
計

一
〇
五
名
に
な
る
。
同

じ
く
同
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
の
管
轄
に
属
す
る
十

一
村
落
に
は
、
四
人
以
上
の
成
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
全
部
で
二
五
存
在
し
、
そ
れ
ら

の
人
日
数
は
総
計

一
〇
九
名
に
な
る
。
表
６
は
、
こ
れ
ら
の
世
帯
の
全
体
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
表
に
は
、
四
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
全
世
帯
の
人
口
構
成
が
示
さ
れ
て
い
る
。
家
族
の
核
と
し
て
の
家
長
と
家
婦
を
別
に
す
れ
ば
、

都
市
で
は
下
男
と
下
女
の
合
計
比
率

（
二
九

ｏ
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
息
子
と
娘
の
そ
れ

（
二
二

・
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
越
え
て
い
る
の
に
た

い
し
て
、
農
村
で
は
息
子
と
娘
の
合
計
比
率

（
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
ほ
う
が
下
男
と
下
女
の
そ
れ

（
二
〇

・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
越
え
て
い

る
点
に
、
都
市
と
農
村
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

最
後
に
、
家
長
も
し
く
は
家
婦
の
父
母
や
兄
弟
姉
妹
を
一
人
以
上
含
む
世
帯
の
比
率
を
都
市
と
農
村
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
よ

中
世
末
期
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
フ
に
お
け
る
世
帯
の
規
模
と
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二



表 5 3人世帯の構成類型

そ の 他 の 内 訳

都市 0村落

Boizenburg

そ
　
の
　
他

Ｈｆ
＋
Ｓ
十
Ｔ

Ｈｈ
＋
Ｈｆ
＋
Ｍ

Ｈｈ
＋
Ｈｆ
＋
Ｋ

Ｈｈ
十
Ｈｆ
十
Ｔ

Ｈｈ
十
Ｈｆ
＋
Ｓ

法
経
研
究
三
四
巻
三
号

（
一
九
八
六
年
）

Ｈｈ

＋

Ｍ

十

ｍ

Ｈｈ
＋
Ｈｆ
十
ｆ

Ｈｈ
＋
Ｈｆ
＋

ｓ

Ｈｈ
＋
Ｈｆ
＋
ｐ

Ｈｈ
＋
Ｈｆ
十

ｍ

合

　

　

計

:Ⅲ iSIT:KlM:そ
の他

|

49 1

p=pater   ln=lllater   f=frater   s=soror

その他の略記号 はこれ までの表に同 じ。

注  1) ``1lna vetula''

都市・村落
 I Hh

合 計

(44.9) 1(22.0)1(20.2)|

九

四

表 6 4人以上の成人から成る世帯の人口構成

表作成のルールおよび略記号はこれまでの表に同じ。

Boizenburg

Ll" Diirfer



う
な
結
果
が
得
ら
れ
る
。

∪
（計
８
げ
口
出

市
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

四
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
総
数
は
二
四
、
う
ち
二
世
帯

（
八

・
三
％
）

二
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
総
数
は
七
二
、
う
ち
六
世
帯

（
八

・
三
％
）

同
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
の
管
轄
に
属
す
る
十

一
村
落
―
―

四
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
総
数
は
二
五
、
う
ち
九
世
帯

（三
六
％
）

二
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
総
数
は
七
四
い
う
ち
十
二
世
帯

（十
六

・
二
％
）

こ
の
よ
う
に
、
ま
え
も

っ
て
予
想
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
家
長
ま
た
は
家
婦
の
父
母
や
兄
弟
姉
妹
を
含
む
世
帯
の
比
率
は
、
四
人
以
上

の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
場
合
も
、
三
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
場
合
も
、
農
村
よ
り
も
都
市
に
お
い
て
相
対
的
に
か
な
り
低
く
な

っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
農
村
よ
り
も
都
市
に
お
い
て
家
族
的
な
結
び
つ
き
の
弛
緩
が
進
ん
で
い
た
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
る
、
と
見
て
よ
い
で
あ
る

λノ
。

Ⅲ
　
ｏ
ａ
ｇ
扇
多

市
と
同
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
管
轄
の
諸
村
落

．

前
節
と
同
様
に
、
カ
イ
ザ
ー
ベ
ー
デ
レ
ギ
ス
タ
ー

（式
、
押

∽
・
Ｔ
毬
）
よ
り
、
ｏ
ａ
３
５
魯

市
と
、
同
ァ
ォ
ー
ク
タ
イ
管
轄
の
諸
村
落
の

（・２
）

う
ち
世
帯
の
規
模
と
構
成
が
明
ら
か
に
な
る
二
五
村
落
の
成
人
人
日
の
集
計
表
を
作
成
す
る
と
、
表
ア
の
よ
う
に
な
る
。

シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル
の
数
値
と
筆
者
の
そ
れ
と
の
あ
い
だ
に
は
ね
と
ん
ど
差
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
も
ま
ず
、

農
村
で
は
男
性
人
口
の
比
率
が
女
性
人
口
の
そ
れ
を
若
千
上
回
っ
て
い
る
の
に
た
い
し
、
こ
の
都
市
で
は
後
者
の
ほ
う
が
前
者
を
十
パ
ー
セ
ン

中
世
末
期
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
世
帯
の
規
模
と
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



法
経
研
究
三
四
巻
三
号

（
一
九
八
六
年
）

表 7 Gadebusch市 と同フォークタイ管轄の25村落の成人人口の構成

都市・村落名 Ma Fr isiTIK M Su
K/bu
%

lV1/bu

% 男%1女%

都市
Gadebusch

10。 3 44.8
44.9

55。 2
55。 1

以下村落
JarmStOrf

Wakenstadt

Ganzo■ r

・６

・７

一

６

一

・３

・８
・７
一
６

一
Ｈ

Meezen

》k511in

Kl. Hulldorf

Buchholz

Passow

Giistow 2: 0

Vietlibbe

Veel騎 ken

Dragun

Rosenow

Piitrow

Wollaghe

K?iselow

Bleese

Renzow

Steinbeck

Neu-Pokrent

Gross-Salitz

Krembz

Klein― Salitz

Radegast I

Roggendorf 1

25 弱 rfer 33 1 27 : 24 ４８

４８

表作成のルールおよび略記号は表 2に同じ。

九
六



卜
以
上
も
上
回

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
の
地
域
で
も
、
成
人
人
口
全
体
に
占
め
る
使
用
人

（下
男
と
下
女
）
の

割
合
は
農
村
よ
り
も
都
市
に
お
い
て
高
く
、
し
か
も
こ
こ
で
は
両
者
の
あ
い
だ
に
相
当
の
開
き
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
主
た
る
原
因
は
、
さ
き

に
見
た

Ｕ
３
甲８
σ
鰤
出

管
区
と
の
比
較
で
言
え
ば
、
こ
の
地
区
の
農
村
に
お
け
る
使
用
人
人
口
の
低
い
比
率
に
あ
る
。

次
に
、
上
記
の
都
市
と
諸
村
落
の
世
帯
を
規
模
別
に
分
け
る
と
、
表
８
の
よ
う
に
な
る
。

前
節
で
見
た

Ｈざ
貯
８
ぎ
潤

市
と
同
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
の
諸
村
落
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
都
市

・
農
村
の
如
何
を
問
わ

ず
、
二
人
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
が
最
も
支
配
的
な
世
帯
で
あ
り
、
そ
の
比
率
は
都
市

（
四
八

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
よ
り
も
農
村

（
六
〇
パ
ー

セ
ン
ト
）
に
お
い
て
高
い
。
し
か
し
、
二
番
目
に
多
い
世
帯
は
、
農
村
で
は
三
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
都
市

で
は
単
独
世
帯
で
あ
る
。
国
Ｒ
Ｎ８
げ
嘔
出

市
よ
り
も

の
注
３
●
∽争

市
の
ほ
う
が
大
規
模
で
あ
る
事
実
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
都
市

の
姿
を
よ
り
典
型
的
に
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
も
、
前
工
業
化
社
会
に
お
け
る
大
家
族
に
つ
い
て
語
る

こ
と
は
ま
っ
た
く
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
地
域
に
お
け
る

一
世
帯
あ
た
り
の
成
人
人
口
の
平
均
値
は
、
前
節
で
考
察
し
た
地
域
よ
り
も
―
―
都
市
と
農
村
の
両
方
に
お
い
て
―
―

小
さ
く
な
っ
て
い
る
が
、
農
村

（
二

・
四

一
）
よ
り
も
都
市

（
二
ｏ
二
四
）
の
ほ
う
が
小
さ
い
と
い
う
点
で
は
基
本
的
に
同
じ
傾
向
を
示
し
て

い
る
。
そ
し
て
そ
の
主
要
な
原
因
の
一
つ
は
、
や
は
り
都
市
に
お
け
る
単
独
世
帯
の
高
比
率
で
あ
る
。
モ
れ
は
こ
の
都
市
で
は
と

り
わ
け
高

く
、
二
二

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
の
ぼ

っ
て
い
る

（農
村
の
そ
れ
は
八

・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）。

二
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
合
計
が
全

世
帯
中
に
占
め
る
割
合
を
比
べ
て
み
る
と
、
都
市
が
二
八
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
農
村
は
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
も
農
村
に
お
け
る

一
世
帯
あ
た
り
の
成
人
人
口
の
平
均
値
が
相
対
的
に
高
い
こ
と
の
一
要
因
を
成
し
て
い
る
。

続
い
て
、
単
独
世
帯
と
二
人
世
帯
の
構
成
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、
表
９
の
よ
う
に
な
る
。

表
９
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
都
市
に
お
け
る
女
性
の
単
独
世
帯
の
割
合
は
こ
こ
で
も
五
六

・
九
パ
ー

セ

ン
ト
と
大
き
く
、
男
性
の
そ

中
世
末
期
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
世
帯
の
規
模
と
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



表8 Gadebuch市と1同 フォークタイ管轄の25村藩の世帯規模

都市・村落名 一Ⅱ 一Ⅲ 一Ⅳ V・ VI 合 計 平 均

Gdebusch
51‐

(22.7)
109 1

(48.4)|

37 1

(16.4)|

21

(9,3)

3 ‐

(1.3)
4

(1.8〕

225‐ 2.24

Jarmstorf 0 24 1.491

Wakelllstttt 4 2.67

G破 ow 0 10

LIcezen 1 10 5 一〇 2.61

鵬 llin 4 2.67

Kl.Hundorf 4 1.75

Buchholz 0 0 8 2:25

Passow 2 2127

ms鰤 0 2.31

Vi翻欄b“

VttЫ5ken 0 0 2.67

Dragun 4 3.15

Rosenow 0 ・０ 7 2.57

Pa旬。w 3.17

Wollaghe 0

Kaselow

Bleese

０

一

〇

９

一

５

１

一

〇

１

一

〇

０

一

〇

０

一

〇

11

5

2.27

2

Renzow 0 0 1.92

Steinbeck Ю

Neu―Pokrent 0 ・９ 18

Gross-Satritz ０

一
0 ・９

一
2.42

Krem磁 2.27

Klein―餞ユitz 0 5

れ dcttast 2 0

Roggendorf ０

．
0 16

51Ⅸ静fer
２
＆
・

６

０

鰤

０
。

48 1

(18.5)

２

０‐ｏ

４

５

3
(1.2)

260‐ 2.41

法
経
研
究
三
四
巻
三
号

（
一
九
八
六
年
）

表作成のルールおよび略記号は表 3に 1同 じ。



表 9 単独世帯および 2人世帯の構成類型

申
世
末
期
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
世
帯
の
規
模
と
構
構

九
九

25D6rferl d lメ

表作成のルールおよび1略記号は表 4に同じ。



法
経
研
究
三
四
巻
三
号

（
一
九
八
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

れ

（
二
九

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
女
性
の
単
独
世
帯
に
は
、
十
人

（
＝
十
世
帯
）
の
信
徒
修
道
女

（８

げ
品
讐
て
い
ｏ
８
８

日
］肝
８

”ぎ
Ｉ
８

が
含
ま
れ
て
い
る

（べ
、
ぃ

∽
。
ぉ
）
。
ま
た
前
節
に
お
い
て
、

単
独
世
帯
で
暮
ら
し
て
い
る
女

性
の
大
多
数
は
寡
婦
で
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
と
述
べ
た
が
、
ｏ
ａ
Φｇ
∽β

市
に
関
す
る
史
料
に
は
実
際
は

っ
き
り

「
寡
婦
」
（１
＆
ｏ■
８

と

付
記
さ
れ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る

（ミ
、
い

０
・
”
●
●
０
じ
。
「
そ
の
他
」

の
欄
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
同
市
の
七
う
の
単
独
世
帯
の
う
ち
、
そ

の
一
つ
は
下
男

（ミ
、
押

∽
・
誌
）
が
、
残
り
の
六
つ
は
下
女

（、
Ｎ
押

∽
。
お

８

●
●
０
お
Ｙ

が
独
立
し
た
世
帯
主
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
私
電

こ
れ
ら
を
加
え
て
単
独
世
帯
の
男
女
別
比
率
を
求
め
る
と
、
男
性
の
そ
れ
は
三

一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
性
の
推
れ
は
六

八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。

次
に
二
人
世
帯
に
移
る
と
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
都
市

・
農
村
の
如
何
を
問
わ
ず
、
夫
婦
か
ら
成
る
世
帯
が
二
人
世
帯
全
体
の
圧
倒
的

多
数
を
占
め
て
い
る

（都
市
で
九

一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
農
村
で
九
八
”
七
パ
ー
セ
ン
ト
￥

竹
し
て
こ
の
よ
う
な
世
帯
の
割
合
は
、

都
市
で

二
二
五
の
総
世
帯
の
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
農
村
で
は
二
六
〇
の
総
世
帯
の
五
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ

っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ

で
も
、
夫
婦
と
そ
の
未
成
年
の
子
供
た
ち
か
ら
成
る
世
帯
が
中
世
末
期
の
こ
の
地
方
に
お
け
る
最
も
標
準
的
な
形
態
の
世
帯
構
成
で
あ

っ
た
と

い
う
結
論
に
達
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

「
そ
の
他
」
の
類
型
に
属
す
る
二
人
世
帯
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
都
市
に
お
け
る
四
つ
の
世
帯
の
構
成
は
、
始
れ
ぞ
れ
、
①
家
長
と
多

分
そ
の
弟
、
②
家
長
と
そ
の
母
親
、
③
下
女
と
下
男

（、
民
押

∽
・
じ
、
④
二
人
の
下
女

（ミ
民
押

∽
・
昴
）、
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
農
村
の

一
つ
は
、
家
長
と
そ
の
母
親
と
い
う
構
成
で
あ
る
。

二
人
世
帯
の
構
成
の
内
訳
を

一
覧
表
に
し
て
示
す
と
、
表
１０
の
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
で
も
ま
た
、
特
に
目
を
惹
く
の
は
、
都
市
の
三
人
世
帯
に
は
夫
婦
と
そ
の
成
人
に
達
し
た
息
子
と
い
う
構
成
が
著
し
く
少
な
い
と
い
う

点
で
あ
る
。
都
市
で
最
も
多
い
の
は
夫
婦
と
下
女
と
い
う
世
帯
構
成
で
、
三
七
の
三
人
世
帯
全
体
の
四
三
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。



申
世
末
期
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
世
帯
の
規
模
と
構
成

表10 3人世帯の構成類型

そ の 他 の 内 訳

都 市 。村

Gadebusch
11

v=vder   lllll=rlloder   b=broder   s=suster

その他の略記号はこれまでの表に同じ。

注 1)名 前からして明らかに男であるが,世帯主との関係は不明。

注 2)女 であることは確かであるが,世帯主 との関係は不明。

注 3)“ Syn inste"

注 4)お そらく世帯主しての家婦の弟。

一
〇

一

表11 4人以上の成人から成る世帯の人口構成

表作成のルールおよび略記号は表 6に同じ。



法
経
研
究
三
四
巻
号
三

（
一
九
八
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

こ
れ
に
た
い
し
て
農
村
に
お
い
て
は
、
夫
婦
と
そ
の
成
人
に
達
し
た
息
子
と
い
う
世
帯
構
成
が
最
も
多
く
、
次
に
多
い
の
が
夫
婦
と
下
男
か
ら

成
る
世
帯
で
、
両
者
を
合
わ
せ
る
と
、
四
八
の
三
人
世
帯
全
体
の
約
五
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
る
。

表
＝
は
、
前
節
と
同
様
に
、
四
人
世
帯

・
五
人
世
帯
お
よ
び
六
人
世
帯
を

一
括
し
て
、
こ
れ
ら
の
世
帯
の
全
体
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｏ
ａ
３
ａ
魯

市
に
は
四
人
以
上
の
成
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
全
部
で
二
八
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
人
口

数
は
総
計

一
二
三
名
を
数
え
る
。
同
じ
く
同
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
の
管
轄
に
属
す
る
二
五
村
落
に
は
、
四
人
以
上
の
成
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
世

帯
は
全
部
で
二
五
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
人
口
数
は
総
計

一
五
〇
名
を
数
え
る
。

こ
こ
で
も
わ
れ
わ
れ
は
、
前
節
で
確
認
し
た
の
と
同
じ
傾
向
を
さ
ら
に
は
っ
き
り
し
た
形
で
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
四
人
以

上
の
成
人
か
ら
成
る
全
世
帯
の
人
日
の
重
要
な
構
成
要
素
が
、
都
市
で
は
下
男
と
下
女
で
あ‐
る

（合
計
で
三
六

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
に
た
い

し
て
、
農
村
で
は
息
子
と
娘
で
あ
り

（合
計
で
二
四

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）、　
こ
の
点
で
の
都
市
と
農
村
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

明
瞭
に
示
さ
れ
て

い
る
。　
こ
の
よ
う
な
相
違
は
、

都
市
と
農
村
に
お
け
る
社
会
化

（∽
ｏＮいｐ評
詳
【Ｏ●
）
お
よ
び
職
業
修
得
の
あ
り
方
の
違
い
と
の
関
連
で
説
明
さ

れ
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
、

家
長
も
し
く
は
家
婦
の
父
母
や
兄
弟
姉
妹
を

一
人
以
上
含
む
世
帯
の
比
率
を
都
市
と
農
村
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
結

果
が
得
ら
れ
る
。

の
な
３
口
の３

市
―
―

四
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
総
数
は
二
八
、

三
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
総
数
は
六
五
、

同
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
の
管
轄
に
属
す
る
二
五
村
落
―
―

四
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
総
数
は
三
五
、

う
ち
六
世
帯

（
二
一
・
四
％
）

う
ち
十
世
帯

（十
五

・
四
％
）

う
ち
十
七
世
帯

（
六
八
％
）



二
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
総
数
は
八
三
、
う
ち
二
八
世
帯

（三
三

・
七
％
）

や
は
り
こ
こ
で
も
、
家
長
ま
た
は
家
婦
の
父
母
や
兄
弟
姉
妹
を
含
む
世
帯
の
比
率
は
、
四
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
場
合
も
、
二
人

以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
場
合
も
、
都
市
よ
り
も
農
村
で
相
当
に
高
く
な

っ
て
お
り
、
農
村
地
域
に
お
け
る
家
族
的
な
結
び
つ
き
の
相
対

的
な
強
さ
を
示
唆
し
て
い
る
。

Ⅳ
　
Ｏ
ｏ
こ
げ
Ｒ
的

市

・
パ
喜
０
「
市
と
同

フ
ォ
ー
ク
タ
イ
管
轄

の
諸
村
落

カ
イ
ザ
ー
ベ
ー
デ
レ
ギ
ス
タ
ー

（ヽ
「べ
押

∽
。
“
■
ドお
）
よ
り
、
ｏ
ｏこ
ｇ
出

市

・
バ
Ｅ
澪
ヨ

市
と
、
同
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
管
轄
の
諸
村
落
の

う
ち
世
帯
の
規
模
と
構
成
が
明
ら
か
に
な
る
十
五
村
落
の
成
人
人
口
の
集
計
表
を
作
成
す
る
と
、
表
１２
の
よ
う
に
な
る
。

シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル
の
数
値
と
筆
者
の
そ
れ
と
の
差
は
、
■
８
い
い８
げ
‐■
鶴
８

村
を
除
け
ば
、
決
し
て
重
大
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
同
村
の
総

人
口
数
に
関
し
て
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
た
か
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
十
五
村
落
全
体
の

世
帯
の
特
徴
が
大
き
な
変
更
を
こ
う
な
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
差
は
無
視
し
て
も
構
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
都
市
で
は
女
性
人
日
の
比
率
が
男
性
人
日
の
そ
れ
を
僅
か
な
が
ら
上
回
っ
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、

農
村
で
は
後
者
の
ほ
う
が
前
者
を
若
千
上
回
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
指
摘
し
た

一
般
的
現
象
の
再
確
認
に
す

ぎ
な
い
。
だ
が
、
成
人
人
口
全
体
に
占
め
る
使
用
人
の
割
合
は
、
こ
の
地
域
で
は
―
―
こ
れ
ま
で
の
例
と
は
反
対
に
―
―
都
市
よ
り
も
農
村
に

お
い
て
高
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
原
因
は
、
り
計
８
ｇ
出
管
区
や

Ｏ
Ｌ
Ｏｇ
８
ｒ
管
区
と
の
比
較
で
言
え
ば
、
９
洩
ぎ
出
市
に
お
け
る
使
用
人

人
口
の
低
い
比
率
に
あ
る
。

上
記
の
都
市
と
村
落
の
世
帯
を
規
模
別
に
分
け
る
と
、
表
１３
の
よ
う
に
な
る

（但
し
ヽ
【
Ｓ
Ｆ
ｏｌ
市
は
、
そ
の
世
帯
構
成
が
明
ら
か
に
な
る

中
世
末
期
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
タ
に
お
け
る
世
帯
の
規
模
と
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



表12 Goldberg市・Kttkow市 と同フォークタイ管轄の15村落の

成人人口の構成

表作成のルールおよび略記号は表 2に同じ。

注 1)MKR(s.145-147)で見る限 り,Krakow市の成人人口が 167名 であ

ることは確認されるが,下男と下女の人数は判らない。シュトゥールが

前者を 7人,後者を5人 としている理由は不明である。

法
経
研
究
三
四
巻
三
号

（
一
九
八
六
年
）

一
〇
四



表i3Goldbelrg市 と同フォークタイ管轄の15村落の世帯規模

表作成のルールおよび略記号は表 3に同じ。

中
世
末
期
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
タ
に
お
け
る
世
帯
の
規
模
と
構
成



法
経
研
究
三
四
巻
三
号

九
八
六
年
）

よ
う
な
仕
方
で
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
省
略
す
る
）。

一
世
帯
あ
た
り
の
成
人
人
日
の
平
均
値
は
、
都
市

・
農
村
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
比
較
的
大
き
な
値
を
示
し
て
お
り
、
し
か
も
都
市
に
お
け

る
拾
れ
が
二
・
七

一
と
非
常
に
大
き
い
た
め
、
こ
の
地
域
で
は
―
―
す
で
に
考
察
し
た
ケ
ー
ス
と
は
逆
に
―
―
都
市
の
平
均
値
の
ほ
う
が
農
村

つ
そ
れ

（
二
・
五
九
）
を
上
回
っ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
こ
の
都
市
に
は
単
独
世
帯
が
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
と
い
う
こ

と
に
あ
る
。
都
市
で
も
農
村
で
も
二
人
世
帯
が
最
も
支
配
的
な
世
帯
規
模
で
あ
る
と
い
う
点
は
こ
れ
ま
で
の
観
察
と
変
わ
ら
な
い
が
、
そ
の
比

率
は
―
―
こ
れ
ま
た
こ
れ
ま
で
の
例
と
は
反
対
に
―
―
農
村

（五
四

・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
よ
り
も
都
市

（五
九

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
お
い
て

高
い
。

こ
の
よ
う
な
Ｏ
ｏ］３
８
唆
市
の
性
格
が
何
に
由
来
す
る
か
を
知
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
立
入
っ
た
考
察
を
必
要
と
す
る
が
、
同
市
が
極
め
て

小
規
模
で
あ
る
こ
と
か
ら
ｔ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し
た
現
象
を
例
外
的
な
も
の
と
し
て
扱
う
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。

単
独
世
帯
之
二
人
世
帯
の
構
成
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、
表
１４
の
よ
う
に
な
る
。

農
村
に
存
在
す
る
七
つ
の
女
性
単
独
世
帯
の
う
ち
、
は
っ
き
り

「
寡
婦
」
（く
いき
↓
と
付
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
三
つ
あ
る
（ミ
ヘ
押
ｐ
試
∞

口
●
“
ド
０）
。
二
人
世
帯
に
つ
い
て
見
る
と
、
都
市
と
農
村
の
両
者
に
お
い
て
、
夫
婦
か
ら
成
る
世
帯
が
、
二
人
世
帯
全
体
の
圧
倒
的
多
数
を
占

め
て
い
る

（都
市
で
九
七

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
農
村
で
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
）。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
世
帯
の
割
合
は
、
都
市
で
七
二
の
総
世
帯

の
五
〇

・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
農
村
で
は
二
七
七
の
総
世
帯
の
五
Ｏ

ｏ
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
世
末
期
の
こ
の
地

方
に
お
け
る
最
も
標
準
的
な
世
帯
は
夫
婦
と
そ
の
未
成
年
の
子
供
た
ち
か
ら
成
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
結
論
は
、
こ
こ

で
も
再
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
そ
の
他
」
の
欄
に
あ
る
農
村
の
四
つ
の
二
人
世
帯
の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
と
、
そ
の
う
ち
の
一
つ

は
二
人
の
下
女
（ミ
ヽ
押

，
試
３
、
残
り
の
三
つ
は
す
べ
て
下
男
と
下
女
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
三
組
の
下
男
と
下
女
の
カ
イ
ザ
ー

ベ
ー
デ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
雇
主
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

（ミ
哭
♪

∽
・
澤お
）。



中
世
末
期
メ
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レ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
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の
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と
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成
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表14 単独世帯および 2人世帯の構成類型

村落・都市名

表作成のルールおよび略記号は表 4に同じ
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一
〇
八

二
人
世
帯
の
構
成
の
内
訳
を
示
す
と
、
表
１５
の
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
で
も
、
夫
婦
と
そ
の
成
人
に
達
し
た
息
子
か
ら
成
る
世
帯
が
都
市
の
三
人
世
帯
全
体
に
占
め
る
割
合
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。
こ

れ
に
反
し
て
農
村
に
お
い
て
は
、
夫
婦
と
そ
の
成
人
に
達
し
た
息
子
と
い
う
世
帯
構
成
が
最
大
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。
次
い
で
多
い
の
が
夫

婦
と
下
男
か
ら
成
る
世
帯
で
、
両
者
を
合
計
し
た
比
率
は
、
七

一
の
二
人
世
帯
全
体
の
五
七

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
の
ぼ
る
。

表
１６
は
、
四
人
世
帯

・
五
人
世
帯
お
よ
び
六
人
世
帯
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
世
帯
の
全
体
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
ま
た
も
や
、
こ
れ
ま
で
見
た
の
と
は
逆
の
傾
向
に
遭
遇
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
地
域
に
あ

っ
て
は
、
四
人
以
上
の
成
人

か
ら
成
る
全
世
帯
の
人
日
の
重
要
な
構
成
要
素
が
、
家
長
と
家
婦
を
別
に
す
れ
ば
、
都
市
で
は
息
子
と
娘
で
あ
り

（合
わ
せ
て
二
五

・
四
パ
ー

セ
ン
ト
）、
農
村
で
は
下
男
と
下
女
な
の
で
あ
る

（合
わ
せ
て
二
四

・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
が
生
じ
た
理
由

の
解

明

は
、

Ｏ
ｏａ
ｇ
出

市
と
そ
の
周
辺
諸
村
落
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
よ
り
立
入
っ
た
分
析
に
侯
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

家
長
も
し
く
は
家
婦
の
父
母
や
兄
弟
姉
妹
を

一
人
以
上
含
む
世
帯
の
比
率
を
都
市
と
農
村
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
る
と
、　
次
の
よ
う
に
な

アリ
。９

〓
σ
弯
∞
市
―
―

四
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
総
数
は
十
五
、
う
ち
七
世
帯

（
四
六

・
七
％
）

三
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
総
数
は
二
十
九
、
う
ち
十
二
世
帯

（四

一
・
四
％
）

同
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
の
管
轄
に
属
す
る
十
五
村
落
―
―

四
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
総
数
は
四
六
、
う
ち
十
二
世
帯

（
二
六

・
一
％
）

三
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
総
数
は
一
一
七
、
う
ち
二
四
世
帯

（
二
〇

・
五
％
）



表15 3人世帯の構造類型

中
世
末
期
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
世
帯
の
規
模
と
構
成

表作成のルニルおよび略記号は表 5に同じ。

注 1)“ alia mulier“

注 2)名前からして明らかに男であるが,世帯主との関係は不明。
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表i6 4人以上の成人から成る世帯の人口構成

表作成のルールおよび略記号は表 6に同じ。
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一
〇

こ
こ
で
も
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
観
察
し
た
の
と
は
反
対
の
現
象
を
見
出
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
地
域
の
場
合
、
家
長
も
し
く
は
家
婦
の

父
母
や
兄
弟
姉
妹
を
含
む
世
帯
の
比
率
が
よ
り
高
い
の
は
、
農
村
で
は
な
く
都
市
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
観
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
都
市
と
農
村
の
関
係
は
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
点
で
、
前
二
節
で
見
た
地
域
に

お
け
る
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
姿
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
お
そ
ら
く
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に

Ｏ
冬
】ぎ
出

市
が
極
め
て
小
規
模
で
、
都

市
と
呼
ば
れ
て
は
い
て
も
本
来
の
都
市
と
し
て
の
性
格
を
充
分
に
備
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
最
後
に
次
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
扱
っ
た
ど
の
都
市
よ
り
も
大
き
な
規
模
を
も
つ
り
Ｆ
●
市
の
人
口
と
世
帯
を
分
析
し
、
本
来
の
都
市

の
特
徴
を
素
描
し
て
み
た
い
。

Ｖ
　
”
Ｈさ

市

の
人
口
と
世
帯

カ
イ
ザ
ー
ベ
ー
デ
レ
ギ
ス
タ
ー

（ミ
ヽ
押

∽
・
３
７
８
じ

に
よ
り
、
コ
昌

市
の
成
人
人
口
の
集
計
表
を
作
成
す
る
と
、
表
―ァ
の
よ
う
に
な

る

（
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル
は
な
ぜ
か
同
市
を
扱
っ
て
い
な
い
）。

こ
の
都
市
で
も
女
性
人
口
の
比
率
が
男
性
人
口
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
お
つ
、
し
か
も
両
者
の
あ
い
だ
に
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
開
き
が
認
め
ら

れ
、
Ｏ
ａ
３
●
∽８
市
と
似
た
よ
う
な
状
況
を
塁
し
て
い
る
。
だ
が
、
成
人
人
口
全
体
に
占
め
る
使
用
人
の
割
合
は
、
他
の
都
市
に
比
べ
て
あ
ま

り
大
き
く
な
い
。

次
に
、
同
市
の
世
帯
を
規
模
別
に
分
け
る
と
、
表
１８
の
よ
う
に
な
る
。

表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
最
も
多
い
の
は
二
人
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
で
、
そ
の
割
合
は
五
九

・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
る
。
二
番
目

に
多
い
の
が
単
独
世
帯
で
、
「
Ｆ
ｃ
市
は
こ
の
点
で
も

Ｏ
ａ
ｇ
Ｌ
８
Ｆ
市
と
同
じ
傾
向
を
一
層
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
人
世
帯
と



単
独
世
帯
の
合
計
比
率
は
全
世
帯
の
八
二

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
て
お
り
、
前
工
業
化
社
会
に
お
い
て
は
大
家
族
が
支
配
的
で
あ

っ
た
と

い
う
説
は
、
こ
こ
で
も
そ
の
妥
当
性
を
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

国
営

市
に
お
け
る

一
世
帯
あ
た
り
の
成
人
人
目
の
平
均
値
は
、
二

・
〇

一
と
極
端
に
小
さ
い
。
そ
の
主
要
な
原
因
の
一
つ
は
、
や
は
り
同
市

に
お
け
る
単
独
世
帯
の
非
常
に
高
い
比
率

（
二
三

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
都
市
で
は
、
二
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の

合
計
が
全
世
帯
に
占
め
る
割
合
が
十
七

・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
他
の
都
市
よ
り
も
相
当
に
低
く
、
こ
れ
も
同
市
に
お
け
る

一
世
帯
あ
た
り
の
成
人

人
口
の
平
均
値
を
引
下
げ
る

一
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

続
い
て
、
単
独
世
帯
と
二
人
世
帯
の
構
成
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、
表
１９
の
よ
う
に
な
る
。

女
性
の
単
独
世
帯
の
割
合
は
こ
こ
で
も
七
四

ｏ
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
わ
れ
わ
れ
が
考
察
の
対
象
と
し
た
都
市
の
な
か
で
は
最
も
大
き
く
、
男

性
の
そ
れ

（
二
五

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し
た
状
況
を
、
農
村
と
比
較
し
た
場
合
の
都
市
の
一
般

的
特
徴
と
み
な
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

二
人
世
帯
に
移
る
と
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
夫
婦
か
ら
成
る
世
帯
が
二
人
世
帯
全
体
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る

（九
五

・
五
パ
ー

セ
ン
ト
）。
し
た
が

っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、　
こ
こ
で
も
ま
た
、　
夫
婦
と
そ
の
未
成
年
の
子
供
た
ち
か
ら
成
る
世
帯
が
中
世
末
期
の
こ
の
地
方
に
お

け
る
最
も
標
準
的
な
世
帯
構
成
で
あ

っ
た
と
い
う
結
論
に
到
る
の
で
あ
る
。
「そ
の
他
」
の
欄
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
二
つ
の
二
人
世
帯
の
う
ち
、

一
つ
は
家
婦
と
そ
の
母
親
、
も
う

一
つ
は
下
男
と
下
女
と
い
う
構
成
で
あ
る
が
、
実
は
後
者
の
二
人
は
独
立
の
世
帯
を
構
え
て
は
お
ら
ず
、
誰

か
の
世
帯
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
記
載
の
仕
方
か
ら
し
て
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
史
料
の
続
き
具
合
が
曖
昧
で
あ
る
た
め
、
誰
の
世
帯
の

メ
ン
バ
ー
な
の
か
は
ま
っ
た
く
判
ら
な
い

（量
一、
卜

∽
・
Ы
じ
。

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も

「
】営

市
に
は
二
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
が
相
対
的
に
少
な
い
の
で
、
以
下
の
考
察
は
あ
ま
り

意
味
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、　
一
応
こ
れ
ま
で
通
り
順
を
追

っ
て
見
て
お
き
た
い
。

申
世
末
期
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
世
帯
の
規
模
と
構
成



表17 Pla■ 市の人口構成
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２３９

表作成のルールおよび略記号は表 2に同じ。

表作成のルールおよび略記号は表 5に同じ。

注 1)女であることは確かであるが,世帯主との関係は不明。

法
経
研
究
三
四
巻
三
号

（
一
九
八
六
年
）

Ⅳ   i  V  I 合 計
1平

均

表19 単独世帯および二人世帯の構成類型

表作成のルールおよび略記号は表 4に同じ。

その他の内訳

Hh
+
Hf
+

Hf
+
K
+
l)

一
一
二

表18 Plau市 の世帯規模

表作成のルールおよび略記号は表 3に同じ。

1

(0.3)

表20 二人世帯の構成類型
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申
世
末
期
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
世
帯
の
規
模
と
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〓
一

二
人
世
帯
の
構
成
の
内
訳
を

一
覧
表
に
し
て
示
す
と
、
表
２０
の
よ
う
に
な
る
。

夫
婦
と
そ
の
成
人
に
達
し
た
息
子
か
ら
成
る
世
帯
が
少
な
く
、
夫
婦
と
下
女
と
い
う
世
帯
構
成
が
最
も

多
い
と
い
う
点
は
、
Ｏ
ａ
８
●
８
●
市
の
状
況
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
点
も
、
都
市

の
一
般
的
特
徴
に
数
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

表
２‐
は
、
例
に
よ
っ
て
、
四
人
世
帯

・
五
人
世
帯
お
よ
び
六
人
世
帯
を

一
括
し
て
こ
れ
ら
の
世
帯
の
全

体
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
表
は
、
四
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
全
世
帯
の
人
口
の
重
要
な
構
成
要
素
が
下
男
と
下
女

（合
計

す
る
と
四
七

・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
も
都
市
に
特
徴
的
な
傾
向
と
考
え

て
多
分
か
ま
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。

Ⅵ
　
む

す

び

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
稿
で
調
査
の
対
象
に
選
ば
れ
た
諸
都
市
は
い
ず

れ
も
小
さ
な
都
市
ば
か
り
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
た
ヘ
ク
ト
ー
ル
・
ア
マ
ン
に
よ
る
中
世
都
市
の
規
模
別

分
類
に
従
え
ば
、　
り
計
８
ｇ
出
υ　
Ｏ
〓
ｏＦ
８
Ｆ
　
り
Ｆ
口
　
の
三
都
市

は
中
位
の
小
都
市

（日
津
臨
弯
ｏ

困
２
●
諄
ａ
け）
に
、
Ｏ
ｏａ
ｇ
出

市
は
小
さ
な
都
市

（巨
魯
８
因
●
●
峰
ａ
↓

に
属
す
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
こ
で
得
ら
れ
た
結
論
を
中
世
末
期
の
都
市

一
般
に
押
し
広
げ
る
こ
と
は
厳
に
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
の
点
を
弁
え
た
う
え
で
、
以
上
の
数
量
的
分
析
か
ら
引
き
出
す
こ
と
の
で
き
る
い
く
つ
か
の
重
要

表21 4人以上の成人から成る世帯の人口構成

表作成のルールおよび略記号は表 6に同じ。
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経
研
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四
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（
一
九
八
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四

な
結
論
を
箇
条
書
き
に
し
て
ま
と
め
て
お
け
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

０
　
農
村
に
お
い
て
は
男
性
人
口
の
比
率
が
女
性
人
口
の
そ
れ
を
着
干
上
回
っ
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
都
市
で
は
逆
に
後
者
が
前
者
を
上

回
っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
差
は
都
市
の
規
模
と
と
も
に
大
き
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

日
　
世
帯
を
規
模
別
に
、
つ
ま
り
世
帯
を
構
成
し
て
い
る
成
人
の
数
に
し
た
が

っ
て
分
け
て
み
る
と
、
都
市

・
農
村
の
如
何
を
問
わ
ず
、
二

人
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
が
最
大
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。
続
い
て
多
い
の
は
、
概
し
て
都
市
で
は
単
独
世
帯
、
農
村
で
は
二
人
の
成
人
か
ら

成
る
世
帯
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
工
業
化
以
前
の
社
会
に
お
い
て
は
大
家
族
が
支
配
的
で
あ

っ
た
と
い
う
テ
ー
ゼ
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
地
方

に
関
す
る
限
り
、
到
底
成
り
立
ち
え
な
い
。

日
　
世
帯
の
平
均
的
規
模
、
す
な
わ
ち

一
世
帯
あ
た
り
の
成
人
人
口
の
平
均
値
は
、
農
村
よ
り
も
都
市
に
お
い
て
一
般
に
小
さ
い
。
そ
の
主

要
な
原
因
の
一
つ
は
都
市
に
お
け
る
単
独
世
帯
の
高
い
比
率
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
単
独
世
帯
の
大
半
が
女
性
で
あ
る
点
に
都
市
の
特
徴

が
あ
る
。
ま
た
三
人
以
上
の
成
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
合
計
が
全
世
帯
中
に
占
め
る
割
合
を
比
べ
て
み
る
と
、
都
市
よ
り
も
農
村
の
ほ
う

が
高
く
、
こ
れ
も
農
村
に
お
け
る

一
世
帯
あ
た
り
の
成
人
人
口
の
平
均
値
を
相
対
的
に
高
め
る

一
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

四
一　
都
市
と
農
村
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
夫
婦
か
ら
成
る
世
帯
が
二
人
世
帯
全
体
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
、
か
つ
全
世
帯
に
た
い
す
る
そ

の
比
率
も
極
め
て
高
い
。
そ
し
て
大
抵
の
夫
婦
に
は
史
料
に
は
現
わ
れ
て
こ
な
い
十
五
歳
以
下
の
子
供
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
わ
れ
わ

れ
は
、
夫
婦
と
そ
の
未
成
年
の
子
供
た
ち
か
ら
成
る
世
帯
が
中
世
末
期
の
こ
の
地
方
に
お
け
る
最
も
標
準
的
な
形
態
の
世
帯
構
成
で
あ

っ
た
、

と
い
う
結
論
に
達
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

０
　
都
市
の
二
人
世
帯
に
特
徴
的
な
点
は
、
農
村
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
、
夫
婦
と
そ
の
成
人
に
達
し
た
息
子
か
ら
構
成
さ
れ
る
世
帯
が
僅

か
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
都
市
に
お
け
る
農
村
と
は
違

っ
た
職
業
修
得
の
あ
り
方
に
関
連
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。



因
　
四
人
以
上
の
比
較
的
大
規
模
な
世
帯
の
人
口
の
重
要
な
構
成
要
素
が
、
家
族
の
核
と
し
て
の
家
長
と
家
婦
を
別
に
す
れ
ば
、
都
市
で
は

下
男
と
下
女
、
農
村
で
は
息
子
と
娘
で
あ
る
、
と
い
う
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
認
め
ら
れ
る
。

田
　
家
長
も
し
く
は
家
婦
の
父
母
や
兄
弟
姉
妹
を

一
人
以
上
含
む
世
帯
の
比
率
を
調
べ
て
み
る
と
、
二
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
場

合
も
、
四
人
以
上
の
成
人
か
ら
成
る
世
帯
の
場
合
も
、
都
市
よ
り
も
農
村
の
ほ
う
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
農
村
地
域
に
お
け
る
家
族
的
な
結
び

つ
き
の
相
対
的
な
強
さ
を
示
唆
し
て
い
る
。

本
稿
で
の
統
計
的
調
査
は
、
史
料
上
の
制
約
の
た
め
に
、
静
態
的
な
断
面
図
を
描
く
こ
と
で
終
わ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
数
量
的
分

析
の
結
果
を
歴
史
的
背
景
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
解
釈
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
論
文
の
当
面
の
課
題
を
越
え
て
い
た
。、
こ
こ
に
収
め
ら
れ

た
統
計
的
調
査
の
成
果
は
、
そ
の
よ
う
な
よ
り
進
ん
だ
研
究
の
出
発
点
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

（
１
）

Ｕ
・∞ｏｒ
『
〓
じ
き
ミ

累ヽ
『ぶ
０ヾ
べヽ
ン
ヽ
ミ

ヽ
い泳
、
ぃ、
ミ
ミ
≧
Ｓ

ｅＳ

、へ、ヽ

（ミ
ミ
ヽ
お
ヾ
ン
隷
ヽ
「
ミ
∽き
ヾ
ｓヽ
ミ

じヽ
・　
む
０∞
（以
下
こ
の
史
料
集

は
、
ミ
【
ヽ
と
略
記
す
る
）。

（
２

）

こ

の

一
般

帝

国

税

は

、

Ｏ
①
日
ｏ
日

ｑ

『
旨

目

ぼ
・
日
守

ざ

Ｂ

一
＆

興

り
∽
魯

”
薄
■

８

日
置
ｏ

パ
ｏ
三

電
い８

Ｒ

「
』
８

●
針
ヽ

”
野

貯

ツＬ

８

日
耐
ｏ

【
券

８
げ
ａ

ｐ

”
３
８
８
８
ＰＳ
■
８
≡
”

昴
ｇ
ｑ

「
ぉ
い
い
耐

そ
の
他
様
々
な
名
前
で
史
料
に
出
て
く
る
。

（
３

）

Ｎ
８

一日

ｑ

・

囚

〓

Ｏ
ｓ
ヽ
ヽ
ヽ
ミ

毬

ミ

ミ

き

ヽ
い

ヽ
ヾ
ヽ

Ｑ
、
∽
ミ

ヽ
ｓ
ｓ
ヽ

ヽ
ミ

じ

ミ

）ン
ヽ
い
さ

用
ヽ
ヽ
濠

毬

ミ

む

毬

ヾ
ｓ
ヽ

ミ

費

ご

、
ぉ

ぉ
、

ｓ
ｓ
ヽ

を

ヽ
゛゙
ヽ
ヽ
ヽ
゛

Ｎ
・

＞
口
識

ご

８
３
・
］野
・
ヽ
Ｐ

ｐ

Ｎ
露
出
８
・
Ｆ
・
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ

『
ド
イ
ツ
国
制
史
』
成
瀬
治

・
坂
井
栄
八
郎
訳
、
岩
波
書
店
、　
一
九
八
〇
年
、
二
八
―
三
三

ペ
ー
ジ
。

（
４
）

の
魯
Ｌ
ｑ
ヽ
「
・
‐｝
・
∪
ぉ

昴
８

０
Ｆ
９
口
●
鴨
∽
一日
“
肛
口
【

。
Ｒ

絆
Ｒ
〓

Ｈイ
望
ξ
出

一日

∪
「
Ω
中∽鴨
ヨ

い日

∽
り
辞
日
ぃ詳
＆
出
一
Ｒ
・　
〓
０
」
い８

齋
浄
８

●
●
ｏ

Ｏ
お
い
ヽ
肖
　
①
い員
当
　
ρ
照
』
一
津
Ｌ
〕いく
Φ
●
　
０
●
２
♂
蒙
日
出
Ч
∽
ｐ
　
いい
¨
ヽ
Ｒ
ミ
湧
や
ミ
ミ
昼ヽ
ミ
）

ヾ
いミ

　
』、
ヽ
濠
οヽ
さ
い
　
い
お

卜ヽ
や
ミ
ミ
黒
）や

　
∽
ヽヽ
ヽ
民
む
あ

いヽ
ｓ
ｓ
ヽ

（９
ミ

ミヽ
ゝ

いヽｓ
ｓ
ヽ

ゝ
ヽ
ｙ

暉
∽”

く
ｏ●
■
ぃＨ守
一ａ

］冒
ギ
ｏｓ

，
８
８
ヽ
ｐ

尽
”
　
シ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
別
の
論
文
に
お
い
て
、
こ
の
納
税
基
準
の
Ｉ

か
ら
Ⅳ
ま
で
の
区
分
は
、
財
産
構
成
ト
ー
経
済
的
観
点
か
ら
す
る
階
級
区
分
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
―
―
に
つ
い
て
の
同
時
代
人
の

申
世
末
期
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
世
帯
の
規
模
と
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五



法
経
研
究
三
四
巻
三
号

（
一
九
八
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
ハ

イ

メ

ー

ジ

に

相

応

す

る

も

の

で

あ

っ
た

と

述

べ

て

い

る

が

、　

お

そ

ら

く

そ

の
通

，

で

あ

る

ヶ

。

く
∞
ｒ

∽
３

告

８

・

”

』

〓

∪
お

Ｈ
軍
ｒ
ｇ

暉
口
翻

【堕

馘

】

ら
８

袋
０
一
Ｂ
彙
只
肖

り
お
い
●
置
∽
．．
く
ｏ
い

【
卜
Ｏ
Ｏ
Ｉ
【
卜
Ｏ
Ｐ

Ｕ
け

ｏ

ぃ
ｏ
日

ｏ
『

”
「
ｒ
ぉ
簿
ｒｐ

ｌ
い諄
８
ｒ
ｐ
沖
９

■
い
０

●
ｏ
い
Ｆ
置
８
β
熟
旨
一
斉
旨
ｏ

Ｃ
詳

Ｒ
∽
鰤
ｏ
Ｆ
●
●
”

い●

¨

Ｏ
ｓ
ヽ
ミ

ミヽ

きヽ
ヽ
い
や

濠
ミ

ミ

き

ヽ
ミ

ミ

ゃ
お
ミ

ミ

ざ

‥
Ｓ

ミ

∽
Ｒ
き
ミ
δ
騒

隷ヽ

さ

れ
ミ

ヽ
Ｒ

ｓ
Ｓ

ヽ
ヽ
」゙

ｒ
【
φ
撃

く
ｏ
●

『
８

憩

Ｌ

Ｆ

）ぼ
【Ｒ

り　

毬

べ
Ｐ

∽
・
Ｆ
∞
Ｐ

（
５
）

残
存
史
料
の
種
類
や
状
態
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
巻
頭
に
付
さ
れ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト

（即
社
Ｒ
中多

∽
魯
ュ
砕
）

の

「序
論
」
曾
げ
【①い一自
じ

を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
６
）

フ
ラ
ン
ク
時
代
の
部
族
法
に
お
い
て
は
、
成
人
に
達
す
る
年
齢
は
様
々
で
あ
っ
た
が
、
リ
ブ
ア
リ
ア
法
の
十
五
歳
と
い
う
年
齢
が
、
ど
の
部
族
か
ら

出
た
王
で
あ
れ
、
ド
イ
ツ
国
王
の
成
人
年
齢
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
レ
ー
ン
関
係
が
複
雑
に
な
る
と
成
人
年
齢
は
引
き
上
げ
ら
れ
、　
三
二

五
六
年
の
金
印
勅
書
は
選
定
侯
に
つ
い
て
そ
れ
を
十
八
歳
と
定
め
た
。
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ビ
ー
ゲ
ル
は
、
多
分
ロ
ー
マ
法
の
影
響
を
受
け
て
、
二
十
五
歳

を
も
つ
て
成
人
と
し
て
い
る
が
、
後
見
を
必
要
と
す
る
十
二
歳
ま
で
と
自
由
意
志
に
よ
っ
て
後
見
を
継
続
す
る
こ
と
も
で
き
る
十
二
―
ニ
ニ
歳
ま
で
と

い
う
区
別
を
設

け

て
い
る

（
Ｏ
ｏ
日
注

。
国
〓

υ
ミ
ご

ざ

詢

いヽい
あヽヽ
喩
き

Ｓヽ
、

Ｕ
Ｐ

日
ヽ
８
露
ヽ
ｐ

毬
『
じ
．
　
カ
イ
ザ

ー
ベ

ー
デ

の
規
定

が
十
五
歳

を

も

っ
て
成
年
と
未
成
年
の
分
か
れ
日
と
し
て
い
る
事
実
は
、
帝
国
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
フ
ラ
ン
ク
時
代
の
伝
統
が
生
き
続
け
て
い
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
法
学
講
義

（
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
ノ
ー
ト
）
に
は
次
の
よ
う
な

一
文
が
見
出
さ
れ

る
―
―

「封
建
法
は
主
に
兵
役
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
、
ま
た
男
性
は
十
六
歳
で
武
器
を
も

っ
て
戦
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
十
六
歳
が
十
二
世
紀

ま
で
は
成
年
の
年
齢
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
十
二
世
紀
に
、
そ
の
年
齢
の
若
者
が
武
器
を
も

っ
て
戦
う
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
非
常
に
重
い
鎧
が
流
行

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、　
こ
の
こ
と
が
成
年
の
年
齢
を
十
六
歳
か
ら
現
在
な
お
続
い
て
い
る
二
一
歳

へ
と
変
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
」
（
ロ
ン
ル

ド

・
Ｌ
・
ミ
ー
ク

『
ス
ミ
ス
、
マ
ル
ク
ス
お
よ
び
現
代
』
時
永
淑
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、　
一
九
八
〇
年
、　
一
五
六
ペ
ー
ジ
）。

（
７

）

∽
ご

ギ

。

り

・

Ｕ

お

ｕ

？

Ｏ
Ｆ

ｑ

負

面

〓

８

匡

８

ゴ

【出

の

，
日

＞

』
配

曽

∞

。
８

〓

”
け
什
２

詳

興

♂

ヽ

や
ミ

ご

ミ

ミ

ヽ
羽

、

ミ

ミ

浅

・ミ

ヾ

ミ

ヽ
ヽ
ミ

ミ

き

ベ

ン

豪

ヽ

へＶ
桟
も
ヽ
」ヽ
い
ヽヽ
ヾ
Ｓ
ヽ
ｋ
一や
ヽヽ
ヾ
Ｓヽ
袂
一卜
Ｓ
Ｓ
ヽ
ヽ
働
∞
・
【
∞
Φ
∞
・　
∽
・　
Ｎ
ω
Ｎ
Ｉ
Ｎ
ヾ
∞
。

（
８
）

Ｕ
Ｏ
博
８
一日
配

市
に
は
、

表
に
載

っ
て
い
る
以
外
に
二
戸
の
未
納
世
帯
が
存
在
す
る
が
、　
そ
れ
ら
の
規
模
と
構
成
が
判
ら
な
い
の
で
、
以
下
で
は
そ

れ
ら
を
無
視
し
て
分
析
を
進
め
る
。

（
９
）

の
言
可
ヽ

，

Ｐ

ｏ
ｔ
ｐ

Ｎ
８
・

（
１０
）

』
いヽ

・
ｐ

Ｎ
Ｏ
Ｐ

（
Ｉ
）

ｒ
Ｆ
二
ΦＪ

∪
お

同
諄
０ぎ
い
”
隆
∽け８

計
∽
へδ
①
日
Φいり
ｏ
い
理
８
Ｌ
窃
ｖ。
く
ｏ
い
〓
８
占
お
Ｐ

∽
。
〓
９

但
し
、
シ

ュ
ト
ゥ
ト
ル
自
身
は
、　
一
八

一
九
年



に
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
で
行
わ
れ
た
最
初
の
正
確
な
人
口
調
査
を
利
用
し
て
、
村
落
と
か
な
り
小
さ
な
都
市
の
場
合
は
一
人
の
成
人
に
対
し
て
〇

・
六
〇

人
の
子
供
、
約
四
〇
〇
人
の
成
人
人
口
を
擁
す
る
都
市
の
場
合
は
一
人
の
成
人
に
対
し
て
〇

・
四
七
人
の
子
供
と
い
う
比
例
関
係
を
導
き
出
し
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
中
世
末
期
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
の
人
口
総
数
を
算
出
し
て
い
る

（∽
言
冒
ヽ
゛

や

０
〓
ｐ

Ｎ卜
じ
。

（
・２
）

表
中
の
二
六
村
落
の
う
ち
十
七
村
落
に
、
合
計
三
二
戸
の
未
納
世
帯
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
規
模
と
構
成
が
判
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
は
表
に

載

っ
て
い
な
い
。
以
下
で
も
、
そ
れ
ら
を
無
視
し
て
分
析
を
進
め
る
。

（
・３
）

筆
者
と
同
種
の
史
料
を
用
い
て
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
・
イ
ム
・
ブ
ラ
イ
ス
ガ
ウ
市
の
人
日
と
世
帯
を
分
析
し
た
シ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

「給
金
に
依
存
す
る
下
男
や
下
女
が
独
立
に
住
ん
で
自
己
の
世
帯
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
ゲ
マ
イ
ナ
ー
・
プ
フ
ェ
ニ
ヒ
の
記
録
簿
に
基

づ
い
て
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
農
業
部
門
で
働
く
日
雇
労
働
者
も
、
決
し
て
み
ん
な
が
み
ん
な
農
民
の
世
帯
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な

か

っ
た

」

３

８

Ｌ

ｑ

ヽ

∪
お

昴
８

α
］ざ

目

日
明

浄
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